
２１．あらぎ島景観保全保存会

棚 田 名 あらぎ島

所在地 和歌山県有田郡有田川町

百選等の認可 　棚田百選、美しい日本のむら景観コンテスト農林水産大臣賞（第4回目）

棚田の概要 　傾斜度 12.42分の1、棚田規模　2.34ha、耕作54枚、放棄0枚

保 全 団 体 あらぎ島景観保全保存会

設 立 年 1996年（平成8年）

沿  　革 　平成8年に、関係農家および行政関係者で設立

代 表 者 　西林輝昌

連絡窓口 　清水行政局　　[電話]0737-25-1111（代）

　〒643-0521和歌山県有田郡有田川町大字清水387番地1

会    員 　地区6戸（清水地区：戸数1,893戸、耕作農家6戸（あらぎ島のみで）、人口4,616人）

主要ﾒﾝﾊﾞ- 　会長、会計

拠点施設等 　特になし

  ポリシー 又は  
活動の方向性

景観が注目されているが、今後は歴史や文化についてもアピールしていきたい。　　　　　
平成１０年度からは、町・ＪＡ東有田・保存会の協力により稲作体験者を募集し、農業の
厳しさ・豊かな自然・景観のすばらしさ等を実感してもらうとともに、中山間農業への理
解が得られるよう努めている。現在すべての水田が所有者本人により耕作されており、今
後も耕作の継続が見込める

活 動 状 況

運営資金 　直接支払い、町からの年10万円の助成

広報ツール 　特になし（紀清の集いは町の広報誌などを活用）

協力者 紀清の集い（旧清水町商工会青年部が主）、早乙女隊（有田川町の飲食店主などのグループ）

・八幡小学校生徒（授業にて米作り学習を実施）

・(財)ふるさと開発公社（一般向け稲作体験）等

 

棚田米販売 販売主体： 個人、ＪＡ　　販売ルート：顔見知りの購入者

特産品開発 酒づくり（金屋の高垣酒造の協力を得て、棚田サミットに向けて商品開発を目指す）

直売所 近くに道の駅「あらぎの里」あるが、あらぎ島の米の扱いはなし

定期的イベント 特になし（協力者、支援者が行う）

地 域 の 状 況

直接支払の状況 主にイノシシ対策、用水路の水漏れ整備等に使用

・紀清の集い（平成18年、清水町商工会青年部の提案により設立）

　まだ組織化・団体化されていないが、民話の語り部の育成を検討している

後継者対策 特になし

Ｉ・Ｕ・Ｊ・Ｏターン 県の定住促進対策により、地域内にいくつかのＩ・Ｕターン例がある

ボランティア受入 特に募集は行っていない

行政の支援 積極的に支援を行っている

備考

　　市民交流制度  　　 
（オーナー制度など）

  地域おこし　　　　
　グループ 等


